
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 年に 2 回か 3 回は必ず学芸欄にスペースを提
供してくれました。
開館













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































もう 1 人、3 人が中心になって市川房枝の選挙


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































した、5 ～ 6 人のグループを形成してて、こう
いう連中はあまり雑談をしたり、居眠りはしな
い。そういうのが教室に 1 グループあると非
常にやりやすい。
14.  東高円寺時代
六度目の移転
──いよいよ最後の場所、東高円寺の時代（杉
並区和田3-60-13 全富ビル401号室）です。北新
宿時代はおそらく一番テナント料が高い時期だ
ったと思うんですが、それでも 7 年半と一番長
く続きました。中津問題があって、苦難の時期
でもあり、長続きした時期でもある。この北新
宿の時期に、朝日新聞が「住民図書館存続ピン
チ」という記事を載せていて、住民図書館のあ
った場所を地図の上に印づけているんですが84）、
これを見ると全部、ぎりぎり東京都っていう感
じで、東京都の中で移転をされている。あくま
で東京都内という形で続けておられたというの
は、お考えがあってのことだと思うんですが、
たとえば、書庫は田舎に移して、重要なものだ
け都心に置くとかですね。そういうことも考え
られなかったのかと思ったんですが、いかがで
しょうか。
丸山　何度か述べていますが、僕は、住民図書
館の資料は東京にあってこそ利用者に対して公
平であるという考え方で、移転する際も23区内
が望ましいということを常に思っていました。
北新宿のビルはバブル崩壊で不良物件化して出
なきゃならなくなったわけですが、そういう条
件がなかったとしても、すでに中津問題が発生
しておりましたので、あそこにはそれほど長く
はいられなかったと思います。
──不良債権化というのは、オーナーさんが手
放した。
丸山　そうです、倒産したんです。持ち主の不
動産屋さんが倒産して、われわれの入ってる建
物は競売物件になったわけです。それで、補償
金をもらって出たと。補償金は新しい債権者が
出した。
──この補償金は「いくら出せ」とかっていう
交渉はしたんですか。
丸山　それは一切なしで、その負債処理の不動
産会社か弁護士か知りませんが、非常に慣れて
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て、てきぱきと先へ先へと手を打ってくるもん
ですから。われわれは確か160万と査定されて、
もう交渉の余地はなし（笑）。だけど、いまお
話しの東高円寺へ入居するには、それに間に合
う金額であったということです。
──あれだけ膨大な資料があって、しかも、あ
との年度になればなるほど、ものすごい量にな
っていくと思うのですが、引っ越しは業者さん
に頼むんでしょうか？
丸山　市民運動全国センターから目黒へ行くと
きはまだ自前でやってたんですが、世田谷へ行
くときには、もうたまらず業者を頼みました。
埼玉大への資料移管問題
──東高円寺に移ってから間もなく、資料の埼
玉大への移管問題というものが発生してきたと
思うんですけれども、最初は住民図書館の棚に
並べられないミニコミ以外の資料、たとえば宮
崎さんの横浜新貨物線反対運動資料とか、こう
いうのを部分的に移管するという感じでした。
これはまだ北新宿時代の97年のことですね。
丸山　ええ、そうです。最初は、宮崎さんの資
料は新貨物線関係資料として、キャビネット一
本に、小さなスチールの棚が 1 本ありましたか
らね。そこに整理をきちっとした上で、いかに
も宮崎さんらしい几帳面な分類の仕方で整理を
きちっとして、彼は置く場所に困ってたんです
ね。
で、住民図書館が北新宿に移るときに、じゃ
あ一緒に預かりましょうと。そのときには、金
銭関係を入れずに話をしたんですが。最後には、
彼は200万円を出してくれた。資料を預かって
いる住民図書館に、資料の預り賃として向こう
は納めてあるだろうと思います。したがって、
住民図書館の中にあったけれども、あれは個人
のものだから、個人である所有者が「譲る」と
いえば、運び出されていって当然だ。この話は、
埼玉大に「社会動態資料センター」ができたと
きに、こちらでスペース不足と人手不足で整理
できないと思われる資料を移管することを提案
して、先方もそれは喜んでいただきたい、とい
うことから決まったものです。それで最初に横
浜新貨物線の資料が行った。
そしたら、消費者連盟の資料も行くことにな
って。われわれより早く吉川勇一も、個人所有
になっていたベ平連関係の資料を、藤林君のほ
うへ譲ることを決めた。われわれは、あとへず
っと残るわけです、決めかねて。
──宮崎さんの資料というのは、そうすると、
いつ頃住民図書館に寄贈されたものなんでしょ
う？
丸山　北新宿ですね。それで持参金を付けた分
が中津に盗み取られた。
──次の段階で、住民図書館本体の資料を埼玉
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大に移管するにあたっては、『住民図書館25年
のあゆみ』によれば、何ヵ月かに渡って議論を
続けたとあります。
丸山　そうです。いずれにしても、即断・即決
は得策ではないと。なぜなら、若いスタッフは、
かなりあの頃まとまってましたからね。反対意
見も、湯瀬君の友人の望月君なんていうのは、
どうみても最初から反対しそうな男なんで。資
料をめぐって混乱が起こったという逸話をつけ
て、資料を送り出すんではなくて、双方合意の
もとに、きちっとした形でやりたいと。ただ、
そのためには、若い連中の意見も聞くべきこと
は聞かなきゃいけない。
住民図書館の理念、一つは、基本的には誰も
が使えるということですね。それから、利用、
立地条件がいいということ。そして誰もが利用
する権利を保有する。できればこちら側からも
人を送る委員会のようなものがあればうまくつ
ながる。しかし、国立大学に物を渡すときは寄
付するということに決まっているので、委員を
出すとか口を出すなんていう話は一切もう不可
能になってしまうだろうと。そうすると思いは
残る。すぐには決めかねるけど、年を越す話じ
ゃないだろうということで、適当なところで落
しどころをつくった。
──内部では、平川さんや沢西さん、湯瀬さん
はどういうふうなご意見だったんでしょうか。
丸山　迷われたと思いますね。せっかくここま
でやってきたのにという気持ちは、どなたにも
あったでしょう。だけど、これからまたこれと
同じ苦労をするのかと思うと、もういいだろう
という思いもしたでしょう。要するに、心は揺
れたと思いますね。
──いくつかの条件を先ほど丸山さんはおっし
ゃいました。すべての人に開かれているとか、
アクセスの問題を中心にいくつか条件をつけら
れたと思うんですが、これはもう全部飲まれた
と。
丸山　全部飲まれましたよ。要するに、条件は
われわれの要請を入れるということで、1 つで
も問題が残れば成立しない可能性があったので。
われわれだってそんなに非常識なことを言って
るわけではないと。ごく当たり前なことを言っ
ただけです。
──2001年10月に出た『ぷりずむ』第75号に
は閉館決定と書かれていますから、夏から秋ぐ
らいに大体結論は出たということでしょうか。
丸山　結論は出たってことですね。まあ、継続
すべきだという声は当然ありましたけど、それ
が渦となったり、集団にはならなかった。少し
休めと、ご苦労であったという反応が優ったと
いうことでしょう、会員、その他協力者の中で。
そういう雰囲気を感じたと、その上の判断・決
定であったということですね。
──これは運営委員会の中で決めたんでしょう
か。それともほかに？
丸山　運営委員会で決めました。
──運営委員会の外で相談された方とかいらっ
しゃいますか。
丸山　特におりません。浪江さんはもう亡くな
られてましたし、報告する人といっても特別い
なかったですね。
──最初に宮崎さんの資料を動かすということ
だったんですが、この資料の移管の話があった
ときに、丸山さんご自身は住民図書館の資料も
将来的に移すものだというふうにお考えになり
ましたか。
丸山　それは何も考えなかった。このままえっ
ちらおっちらやってくんだろうと。ただし、結
論めくけど、住民図書館のやるべきものはもっ
と公的なものなので、地方自治体にやれ、国に
やれとは言わないけれど、少なくとも大学ぐら
いは私たちでやりましょうかというレベルにあ
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るのではないかと期待もしましたが、その体質
は非常に古くて、既成の学問体系に則ったもの
以外は価値を認めたがらない。いわゆる権威主
義に固まっていて、ミニコミのようなものを研
究素材、学術研究対象にするという意識が、な
ぜないのだろうと。民間でこれだけ努力して、
苦労してるのに。非常にいい位置にいながら、
いい禄を食みながら、なぜ下りてこないんだろ
う。ごく一部の、僕がつき合った学者連中は何
十人もいるけれども、ごく一部のそういう連中
だけで、彼らは常に体制にはなり得ない。社会
運動ってのは反体制的なものだから、銭や金で
やってる人は一人もいないんだけれども。いず
れにしても、うーん、我々、普通の市民がこん
なに苦労してやるべきことではないのではない
かと、私は思いました。
そしたら、藤林さんのような人とか、いろん
な人が出てきて、今は大学がいよいよ立ってく
れて、我々の残した成果を花開かせてくれつつ
あることに、大変感謝している。
──僕も思うことですが、これはいろんな偶然
と、それからしかるべき人がいないとできなか
ったと思うんですね。住民図書館が2001年まで
持ちこたえて、そのときたまたま藤林さんが埼
玉大のポストに入って、このタイミングがちょ
っとずれてたら、住民図書館はまだ今も続いて
たかもしれませんけれども。
丸山　それはあり得ない（笑）。
──ちょうどいいタイミングで埼玉大に行って、
しかし埼玉大でも単独では維持できないという
ことで立教大学と学長間協定を結んで立教に移
管する、という動きがありました。協定が結ば
れたのは2009年 3 月、資料の移管が全て終わっ
たのは2012年の 3 月です。こうしてミニコミセ
ンター以来のミニコミが、移動を続けながらも
ずっと守られている。もうダメかと思ったとき
に絶妙なタイミングで人がいた。その丸山さん
たちの努力と、それに共感してそのあと引き継
いだ人たちの努力だという感じがします。
丸山　おっしゃる通りだ。
──埼玉大に移ったときに、いくつか残金とか、
残務の整理があったと思います。お金について
は平川さん主宰の「市民・住民運動資料研究会」
と、それから水俣病センター相思社と、立川の
「アンティ多摩」に寄贈したということだった
ですが、この残金残務の整理は丸山さんがやら
れたんでしょうか。
丸山　これは沢西事務局長がやりました。僕は
大いに賛成しました。
──ミニコミを搬送したあと残っていた仕事は、
各ミニコミへの連絡なんでしょうか。ミニコミ
発行者への。
丸山　それと、25周年記念パーティを兼ねて全
部通知を出しました。
25周年と住民図書館閉鎖
──住民図書館の25周年は同時に埼玉大への移
管問題を抱えた25周年でした。移管が決まる前
に『住民図書館25年のあゆみ』の編集が始まり、
完成したときには閉鎖が決まっていた。
丸山　25周年記念パーティは、その25年史の出
版記念会と閉鎖の慰労も兼ねて行なわれました。
──パーティは2001年11月、閉館のひと月前に、
日本出版クラブで行なわれています。どんな
方々が参加されたんでしょうか。
丸山　吉川勇一さんが乾杯の音頭を取ってくれ
て、久野綾子が名古屋からやってきたり、共同
通信にいた僕の友人、パーキンソン病の先輩、
伊佐木健も来てくれた。僕の学生時代からの本
当に親しい友人、鳥居哲男はもちろん来てくれ
た。それから、上井喜彦さん85）と藤林さんが埼
玉大学から来てくれて。急だったし暮れだった
ですが、それでも出版クラブの部屋がいっぱい
になるぐらい来てくれました。
──そうしますと、全部荷物を送り出して、25
年の丸山さんの苦闘が一つ段落を迎えた感じだ
ったと思うんですけど。それで、最後の住民図
書館だった建物ががらんとなりますよね。どう
いうふうに思われましたか。
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丸山　世の中なんてこんなもんだ。終わりのあ
る世界だから、まあ、こんなもんだろうと思い
ましたね。しかし、別れるっていうのはつらい
ことですね。相手が人間でも資料でも（声が詰
まる）。とくに僕は病気になってから涙もろく
なって困るんだ。テレビ見てても泣いちゃうん
だね。最後のさよならパーティでもお礼とお別
れのあいさつで、泣けて仕方がなくて、大変皆
さんに失礼した。花束をもらったときにどっと
涙があふれてきました。もう、こういう人たち
とは二度と会うことはないと思いましたからね。
事実、住民図書館関係では平川さん、沢西さん、
宮崎さん除いては、ほとんど会っていません。
Ⅴ．住民図書館閉館後──いま思うこと
──住民図書館閉館から10年を経過して、いま
どのようなことをお考えでしょうか。
丸山　ミニコミセンターや住民図書館が、少し
は人に知られていたとしても、社会的意義がど
れほどあったか、今も気になりますね。それに
しても僕は、自分のやったことの中に、ずいぶ
ん乱暴というか無思慮なところがあったと、い
まだに冷汗をかく思いです。まっすぐ行けば、
大した難所でもないところを、自分から遠回り
して事をかまえるような所がなかったかどうか。
それと、人間の価値です。人としてどのような
価値を持っているか。住民図書館の運営に参加
された、実に多くの人たち、1銭にもならない
ことに力を貸してくれた人たち、どうしてあん
な人たちが、住民図書館程度のものに犠牲的ボ
ランティアをしてくれたのか。面白ければその
理由はわかります。でも住民図書館をやったっ
て、別に面白くない。私は25年間、人に支えら
れてやれたことだという思いを、年々強く感じ
ています。
ミニコミは1970～80年代の日本の社会的変
動をリードしてきました。実に幅広く、色んな
分野からたくさんのミニコミが生まれました。
私はこれを「市民ジャーナリズム」の誕生と見
ます。ブームは 2、3 年ですが、人に伝えたい
情報や思いを持つ市民が、自由に意見を投げ合
うという行為は、実に人間的なものですね。
それが60年代から70年代にかけ、実現したん
です。そう考えれば今後もそういうことはある
かもしれない。しかし今は社会的課題はプロの
政治家や行政にまかせて、それが時代に合った
スタイルだとして、自分の意見や要望は持たな
いようになっています。特に若い人は、わずか
10年前のことがわかりません。これは相当危な
い状況ですよ。
だが社会は変化する。そうした兆しはたくさ
んあります。市民の直接行動が起ったとき、世
の中は必ず変わる。いま市民はおまかせ民主主
義で、社会的行動をしないが、それは必ずくる。
何かはわからないが、変化は必ずある。人間の
歴史がそう証明しているんだから。だが、未来
は見えない。そのとき、どんな「市民ジャーナ
リズム」が活動するか、メディアはどう動くか、
ミニコミジャーナリズムは存在しているのか、
どんな機能を持っているのか。突拍子もないよ
うだが、考えると楽しい。
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──住民図書館の資料についてはいかがでしょ
うか。
丸山　まあ、いい研究者にめぐり合って、十分
に資料価値を生かしていただくことをお願いす
るだけですね。ときどき先人の苦労をしのんで
いただけばいいですけど、これからは忘れられ
ていく一方でしょう。
何しろ、社会構造が非常に変わっているわけ
ですから、われわれが情緒的にミニコミという
メディアについていろいろ考えても、いまの社
会機構そのものがもう、それに当てはまらない
ようになっているわけですから。ものの考え方、
発想の仕方が大きく変わってしまって、過去の
歴史的遺物にミニコミはなるんではないかと。
だけど、時代を形成した事実は消えない。それ
から、真のミニコミ者といわれる人たちは、ま
だ手づくりのミニコミをコツコツ出している。
パソコンで打ち出せるんだけど、あえて手書き
に固執している人もいるんだ。その中には、先
ほどもふれた四国の安岡さん、鈴木さん夫妻の
ような、死ぬまでミニコミから離れることがで
きない人たちがいる。『四国西南海岸レポート』
をやめたと思ったら、案の定新しいミニコミを
出す。これはただひたすら書く。あの夫婦のミ
ニコミはただひたすら書くということで、対象
にへばりついて、へとへとになるまで書き込ん
でいって、それを人に伝える。あれはマスコミ
もできないし、誰もできない。そして、大きな
影響力を読者の周辺につくりだしている。あれ
もミニコミというものに魅入られた人たちの 1
例ですね。ミニコミというのはそういうふうに
人を引き込んで離さないところがある。引き込
んでしまってね、一生そこに張りつける力を持
っている。
──最近若い人たちが、フリーペーパーという
と幅が広すぎるんですが、コミュニティセンタ
ーあたりに行くと、紙代だけで印刷機が使える
ということがあって、手軽に小さい雑誌を出し
ていたりします。
以前ニューヨークに行ったときに、社会運動
系の小さな本屋さん、模索舎よりもちょっと大
きいような本屋さんがいくつかあるんですけど、
そういうところに行くと、やっぱり小さい雑誌
で運動関係の人たち、とくにフェミニストとか、
あるいはセクシャルマイノリティの人たちとか、
いろんな手作りの雑誌が出ていて面白かった。
そういうのを日本に持ち込んで売ったりしてい
る人たちもいます。こういう雑誌の文化が世界
的にはある。それが最近活性化してきたかなと
いう印象があります。
丸山　40年程前、人びとは生き生きとしていま
した。あれは自由にモノが言える時代だったか
らです。ふつうの市民でも何かやれば受け入れ
られ、評価される習慣が生まれたからですね。
関心があったんですよ、人にもものごとにも。
今は人が何をやろうと言おうと、関心がないん
だな。ミニコミ活動もそう活発でない原因に、
人のやること、あるいは人そのものに関心を持
たない風潮が強いからなんだ。もちろん、その
逆もある。あるが少数派だ。しかしこの少数派
こそがイニシアティブを握ったのが、60年代～
70年代の社会的変化です。ただ今は市民はあま
りモノを言っていないが、個の自立というか自
分のものをそれぞれに持っている。いざとなれ
ば社会的に必要なポジションに駆けつける人が、
40年前よりはるかに多い。40年前の変化の時代
がもたらした社会的体験が、自己形成が行われ
る頃、機能したのではないかと僕は思っていま
す。1970～80年代に起こったことは1945年の
敗戦が社会的体験としてつながっていたからこ
そ、起こったのだと思うよ。
こうした社会的体験をしっかりつないでいく
と、また40年前頃のことがあるかも知れないね。
イヤ、今の日本ではそれは無理か。「市民」と
いう実像の中身がどんどん変わりつつあるんだ
からね。
まあそんなことより、かつてのような面白い
ミニコミ、読者とのいい関係をつくり出してく
れるミニコミ、鋭い批評性に満ちたミニコミ、
周りを楽しくしてくれるミニコミ、要するに読
んでうれしいミニコミをたくさん出してほしい
ね。
──長時間にわたりありがとうございました。
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《注》
１）鈴木の著作はとても多いが、さしあたって『現代ジ
ャーナリズム論：日常生活批判の眼』（三一新書、
1969年）、『ジャーナリストに何が可能か：現代報
道論』（三一新書、1972年）、『ジャーナリスト：毎
日の旅の記録』（三一新書、1980年）の三部作を挙
げておく。
２）さしあたり、「住民図書館への軌跡」（『総合ジャー
ナリズム研究』第84号、1978年4月）、「住民図書館
とその資料：「小さなメディア」にどのような目が
向けられているか」（『図書館雑誌』第75巻8号、
1981年8月）、「市民社会の形成とミニコミの役割：
解説にかえて」（住民図書館編『ミニコミ総目録』
平凡社、1992年5月）、「住民図書館の現在」（『みん
なの図書館』第206号、1994年6月）「住民図書館の
25年半：健全なジャーナリズムのバランスを求め
て」（『総合ジャーナリズム研究』第179号、2002年
1月）および「住民図書館の25年」「住民図書館は、
なぜ生き延びられたか」「住民図書館25年史年表」
を含む住民図書館25年史編集委員会編『住民図書
館25年のあゆみ：ミニコミを収集・公開・保存し
て』（住民図書館、2001年10月）などがある。
３）各回の日付を記録しておく。第1回・2011年12月13
日、第2回・2012年1月24日、第3回・2月14日、第4
回・3月6日、第5回・4月3日、第6回・5月8日、第7
回・6月5日、第8回・7月3日、第9回・7月13日、第
10回・8月9日、第11回・10月2日。各回のインタビ
ューは丸山氏の健康上の理由により2時間ずつであ
った。
４）鈴木前掲『ジャーナリスト』88頁（強調原文）。
５）鈴木均「丸山尚」（朝日新聞社編『現代人物事典』
朝日新聞社、1977年）。
６）学徒援護会編『財団法人学徒援護会二十五年史』
（学徒援護会、1972年）には、アルバイト斡旋に先
立って技能講習会が行なわれ、それに基づいて「ふ
すまグループ」「塗装グループ」などが編成されて
いたことが記されている。
７）この経緯については、鈴木前掲『現代ジャーナリズ
ム論』第1章に詳しい。
８）家永『権力悪とのたたかい：正木ひろしの思想活動』
（弘文堂、1964年）。のち増補されて三省堂から
1971年に再刊。
９）正木ひろしが戦時中に発行していたミニコミ。のち
に旺文社文庫より全5巻にまとめられ（1979年）、
同文庫廃刊後は現代教養文庫から刊行された
（1991年）。また、雑誌本体は不二出版より1989年
に復刻されている。
10）1955年に静岡県三島市で起きた殺人事件。犯人と
して逮捕された2名（うち1名は在日朝鮮人）は無
実を訴えたが、1960年に最高裁で有罪が確定。正
木は上告審から弁護に関わり、最高裁判決後、真犯
人は被害者の家族であるとする書籍を出版、これが
「名誉棄損」にあたるとして刑事告発され、有罪判
決を受ける。丸正事件後援会は、この正木及び同じ
く「名誉棄損」に問われた鈴木忠吾弁護士の救援会
である。その後も新たに組まれた弁護団によって再
審請求が続けられた。詳しくは家永前掲書、および
青地晨『冤罪の恐怖：無実の叫び』（毎日新聞社、
1969年）、丸正事件再審をかちとる東京・神奈川の
会編『開かずの門へ：丸正事件は終っていない』
（同会、1978年）などを参照。
11）1966年3月発足。会長は伊藤整。これ以前に中央公
論社の編集者・柳田邦夫氏を世話人として1965年6
月に「丸正事件の真実を伝える会」が発足、発展解
消して後援会になった。
12）注7）に同じ。同書によれば、鈴木は1962年8月に
編集長になり、11月に退社している。
13）大野明男は1930年東京生まれ。1950年に東京大学
での反レッド・パージ闘争で退学処分。その後業界
紙記者を経てフリー。著書に『全学連：その行動と
理論』（講談社、1968年）、『雑兵の思想：反エリー
ト的「市民」論』（創世記、1976年）他多数。
14）鈴木均・石川弘義・丸山尚『社内報：サラリーマン
のジャーナリズム』（東洋経済新報社、1965年）。
15）「組合機関紙と「社内報」：社内報にどう対処すべ
きか」（『月刊社会党』第99号、1965年8月）。
16）『現代ジャーナリズム』は1・2号がタイプ謄写版
（表紙は活版）、3号以降活版刷り、A5版。第2号編
集後記によれば、編集委員は鈴木均・谷川公彦・平
野俊治・丸山尚・山崎範子の5名。なお、現代ジャ
ーナリズム研究所の「設立趣意書」には次のように
ある。
「現代ジャーナリズム研究所は、現場の体験知に根
ざした、ジャーナリズムの総合的研究をめざして創
設される。歴史の浅いジャーナリズムの科学は、
「現場」と「アカデミー」の共同作業によってはじ
めて実りある成果を生み出すことが出来るであろう。
諸先輩の貴重な科学的労作を継承し、おびただしい
芸談を俳優術にまで総合し展開させることが、この
研究所スタッフの任務である。
このような目的と自覚にもとづいて、われわれは、
明治以来のジャーナリズム史、現代ジャーナリズム
の構造、編集労働論、ジャーナリズムの方法論等の
探求に向かう。さらにアカデミシャこ[ﾏﾏ]とジャー
ナリストの協力によるジャーナリストの養成機関を
設置し、ジャーナリズムに関心をもつすべての人び
とに開かれた機関紙・誌を発刊する。
以上われわれはジャーナリズム諸分野にわたる自
主的な研究・創作活動によって、ジャーナリストの
趣能[ﾏﾏ、職能ｶ]確立の道を開拓する。
一九六三年十月二十八日」（創刊号、13頁）
17）谷川公彦は1930年熊本県水俣市生まれで、兄に編
集者・民俗学者の谷川健一、詩人の谷川雁、中国研
究者で京都大学教授の谷川道雄がいる。のち吉田姓
となる。
18）小林一博は1931年生まれの編集者・出版評論家。
2003年没。著書に『遺稿　出版半生記1959-1970』
（「小林一博遺稿集」刊行会、2003年）他多数。
19）金子勝昭「丸山さんとのつきあい」（住民図書館25
年史編集委員会編『住民図書館25年のあゆみ：ミ
ニコミを収集・公開・保存して』住民図書館、
2001年）93頁。『考える』はタイプ謄写版、A5版。
各号巻頭に「はじめに」と題した次のような文章が
掲載されている。
「考えないジャーナリストが多すぎる。編集プラ
ンを考え、生活設計を考え、利殖を考えるジャーナ
リストは多い。しかし、ジャーナリズムとはどうい
う仕組みなのか、ジャーナリズムは社会の中でどの
ような役割を果しているのか、ジャーナリストはそ
の仕事を通じて何をしなければならないか。要する
に、ジャーナリストとは何なのか。考えなければな
らないことはたくさんある。それをいつしょになつ
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て考えてゆこうというのが、このサークルを作つた
目的だ。
考えただけでは、もちろん無意味だ。考えは実行
されることによつて試され、鍛えられ成長する。そ
の成長をみんなのものにしたいというのが、ぼくた
ちの決意である。」（原文ママ）
20）日本書籍出版協会編『日本出版百年史年表』（日本
書籍出版協会、1968年）。
21）巌浩は1925年大分県生まれの編集者。『日本読書新
聞』編集長ののちは現代ジャーナリズム出版会社長
兼伝統と現代社社長。伝記として井出彰『伝説の編
集者・巌浩を訪ねて：「日本読書新聞」と「伝統と
現代」』（社会評論社、2008年）がある。
22）『デスク日記：マスコミと歴史』（全5巻、みすず書
房、1965-69年）
23）丸山尚『ミニコミ戦後史：ジャーナリズムの原点を
求めて』（三一書房、1985年）。引用は170頁から。
24）同誌1971年3月26日号。
25）小田実は1932年大阪生まれの作家。1961年に刊行
した『何でも見てやろう』（河出書房新社）が大ベ
ストセラー。1965年発足の「ベトナムに平和を！
市民連合（略称、べ平連）」では代表をつとめる。
1974年のべ平連解散後も生涯にわたって社会的発
言を続け市民運動を続けた行動的知識人。2007年
没。
26）丸山尚編『［ミニコミ］の同時代史』（平凡社、
1985年）、35頁。
27）「東京都港区新橋5丁目17番2号　日金ビル」と、
『ミニコミセンターニュース』創刊号にはある
（1972年5月、1頁）。
28）田村紀雄は1934年前橋市生まれ、文中で触れられ
ている東京大学新聞研究所助手のあと、桃山学院大
学助教授を経て東京経済大学教授（現在名誉教授）。
専攻はコミュニケーション学、思想の科学研究会員。
著書は『日本のローカル新聞』『コミュニティ・メ
ディア論』（現代ジャーナリズム出版会、1972年）
他多数。
29）菊池はその後、栗田出版会に勤め、独立して出版社
「双柿舎」を設立する。「双柿舎」は静岡県熱海市に
あった坪内逍遥の住居の名前。
30）村上知彦は1951年兵庫県芦屋市生まれ、関西学院
大学在学中にミニコミ『週刊月光仮面』を発行。卒
業後は『スポーツニッポン』を経て「チャンネルゼ
ロ」を設立。現在はまんが評論家、神戸松蔭女子学
院大学教授。著書は『黄昏通信：同時代のまんがの
ために』（ブロンズ社、1979年）他多数。
31）奥野卓司は1950年京都市生まれ、情報人類学者、
関西学院大学教授。著書は『パソコン少年のコスモ
ロジー：情報の文化人類学』（筑摩書房、1990年）
他多数。
32）『ミニコミセンターニュース』は全26号（1971年9
月～73年12月）。立教大学共生社会研究センターに
合冊版が所蔵されている。
33）田村紀雄「ミニコミの社会史」全20回。足尾鉱毒
事件の際に発行されたビラやパンフレットから運動
を考えるもの。
34）長谷川修児は1932年東京生まれの詩人。ベトナム
戦争時は「詩のべ平連」を名乗り、「ベトナム反戦
詩集」を19集まで刊行、その後も詩集発行や詩の
朗読会を続けている。現在もガリ版刷りの詩誌『游
撃』を毎月刊行中。
35）『an・an』1973年2月20日号の「anan JOURNAL」の
コーナーで8頁にわたってミニコミを紹介している。
『ミニコミセンターニュース』第17号（1973年2月）
と18号（3月）でもこの問題を取り上げている。
36）東京・渋谷で発行されていたタウン誌。丸山『ミニ
コミ戦後史』には「渋谷は新宿、池袋ほどに街とし
ての顔がなく、したがって若者をひきつける魅力に
乏しかった。そこに西武流通資本の進出によって新
しい街のイメージづくりが画策され、“若者の街”
づくりがすすめられていった。『だぶだぼ』はいわ
ば、それに乗ったのである」と書かれている（129
頁）。
37）持ち込まれた自主出版物はすべて販売するという方
針をとっていた模索舎に対し、四谷警察署は72年8
月、同舎で販売された『四畳半襖の下張』が「わい
せつ文書」に当たるとして五味氏他1名を逮捕・起
訴した。この件については、小中陽太郎・五味正
彦・柘植光彦編『対決・刑法一七五条：「四畳半襖
の下張」模索舎裁判』（亜紀書房、1977年）を参照。
38）根上砕「郵便料金値上げ粉砕への新しい提起①　メ
ール・ゲリラを」（『ミニコミセンターニュース』第
7号、1972年4月）。向井孝は1920年愛知県犬山市生
まれのアナキスト・詩人。2003年没。生涯に大量
のミニコミを編集・発行した。著書に『向井孝の詩』
（ウリ・ジャパン出版部、1996年）『暴力論ノー
ト：非暴力直接行動とは何か』（「黒」発行所、
2002年）他。
39）『企業広報のすべて：社外広報・PR・パブリシテ
ィ・社内報の効果的すすめ方』（中央経済社、1981
年）『広報紙・社内報づくりの実務』（中央経済社、
1988年）。このほか『企画立案の方法：読まれる編
集プランはこうしてたてる』（交鈴社、1976年）
『社内報の実務と理論』（交鈴社、1977年）『住民と
つくる広報紙：“参加時代”の広報活動をどうすす
めるか』（交鈴社、1979年）『文章の書き方、直し
方：誰にもわかる原稿の書き方とリライトの方法』
（交鈴社、1980年）『こんなにも使える　社内報の
上手な活用法』（二期出版、1989年）『ビジネスマ
ン・OLのための楽しくスラスラ書く文章術』（中央
経済社、1994年）『DTP・インターネット時代の広
報紙・社内報のつくり方』（古賀弘幸と共著、中央
経済社、2001年）などがある。
40） 『新編豆記事全集』（交鈴社、1972年）日本ミニコ
ミセンター編『実用カット集』（交鈴社、1973年）。
41）『面白びっくり大全集』PARTⅠ～Ⅲ、三一新書、
1982年。
42）注39）参照。
43）鈴木均『出版界：その理想と現実』（理想出版社、
1979年）。清水英夫『現代出版論：書く・作る・売
る・読む・自由の軌跡』（理想出版社、1980年）。
44）仲井富は1933年岡山県生まれの社会運動家。元社
会党書記局員（青年部長、国民生活部長）、公害問
題研究会。丸山氏の語るとおり全国の公害現場を歩
いて1969年に『住民の公害白書：いのちとくらし
をおかすものへの告発』（日本社会党公害追放運動
本部編、社会新報刊）を編集。1969年12月の総選
挙で社会党が大敗して書記局員を削減したときに退
職し（70年春）、渡辺文学・奥沢喜久栄とともに
「公害問題研究会」を設立、月刊誌『環境破壊』を
発刊した。住民図書館とのかかわりについては「住
民図書館にたどりつくまで：住民図書館前史」（前
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掲『住民図書館25年のあゆみ』所収）参照。
45）丸山尚「ミニコミの概況」（『環境破壊』第3巻3号、
1972年3月）。
46）岩田薫は1952年東京生まれ。文中に登場する「苦
悩舎」のあとフリーライター。1991年から99年ま
で長野県軽井沢町議。著書に『タウン誌の論理：創
る・読む・旅する』（潮出版社、1977年）『住民運
動必勝マニュアル：迷惑住民、マンション建設から
巨悪まで』（光文社新書、2005年）他。
47）むのたけじ（武野武治）は1915年秋田県六郷町生
まれのジャーナリスト。朝日新聞在職中に敗戦を経
験し、新聞の戦争責任を自らに問うて退社。故郷秋
田県で1948年から78年の30年間、週刊新聞『たい
まつ』を刊行。著書に『たいまつ十六年』（企画通
信社、1963年）、『戦争絶滅へ、人間復興へ：九三
歳ジャーナリストの発言』（岩波新書、2008年）他
多数。
48）『ミニコミセンターニュース』第26号、1973年12月。
49）『ミニコミセンターニュース』第24号（1973年10月）
で、丸山氏は次のように述べている。「一、ミニコ
ミ同志の連帯など、不可能であることを確認せざる
をえないこと。／二、センターに対する批判・批難
に、もはや応える意欲と方法を持たないこと。／三、
財政的支出に、これ以上たえられないこと。／以上
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50）坂口順一は1930年東京生まれ。タクシードライバ
ーの立場からの異色のミニコミ『タクシージャーナ
ル』を発刊し続ける。2010年没。著書に『タクシ
ードライバーの言い分：運転席からの人権宣言』
（重信幸彦と共著、JICC出版局、1990年）『たった
ひとりのメディアが走った：『タクシージャーナル』
三十三年の奮闘記』（重信幸彦構成、現代書館、
2004年）。
51）「現在までに整理出来た自主出版物（ミニコミ）」
『タクシージャーナル』第100号、1979年11月。
52）注50）参照。『たったひとりのメディアが走った』
に記された住民図書館とのやりとりの経緯は丸山氏
の語るものとは異なっているが（とくに68頁）、当
時の資料に照らす限り坂口氏のこの部分での記述は
記憶違いというほかないように思われる。この点、
逆向きに丸山氏との没交渉を裏づけているといえる
かもしれない。
53）『たったひとりのメディアが走った』69頁。重信氏
にも直接確認した。
54）前掲「住民図書館にたどりつくまで」75頁。
55）「郵便料金値上げ阻止へ、共同行動を／ミニコミ大
共斗　17日発足」（ビラ、1975年11月20日、丸山尚
氏所蔵）。
56）「「住民図書館」開設のごあいさつとお願い」（原稿
用紙に手書き、日付未記入、丸山尚氏所蔵）。
57）「ひと　「住民図書館」の館長になる／丸山尚」『朝
日新聞』1976年2月28日。
58）前掲「住民図書館への軌跡」46頁。
59）「住民図書館」設立委員会「共同の資料室「住民図
書館」にご協力のお願い」（リーフレット、活版刷
り、丸山尚氏所蔵）。住民図書館1周年の集いの案
内では、このスペースは「協働舎フロアー」と表現
されている（住民図書館館長丸山尚「『住民図書館
一周年の集い』ご案内」1977年4月、ビラ、活版刷
り、丸山尚氏所蔵）。
60）浪江虔は1910年札幌市生まれの社会運動家・図書
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京府鶴川村に私設南多摩農村図書館（のち私立鶴川
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ち農山漁村文化協会の運動に積極的に関わる。住民
図書館には開館以来援助を惜しまなかった。1999
年没。著書は『農村図書館：かく生れかく育つ』
（河出書房、1947年）『図書館運動五十年：私立図
書館に拠って』（日本図書館協会、1981年）他多数。
61）前掲「住民図書館25年史年表」179頁。助成額は10
万円。
62）岡部一明は1950年栃木県生まれ、米カリフォルニ
ア大学を卒業後、長くアメリカで市民活動に関わる。
現在は愛知東邦大学教授。主な著書に『パソコン市
民ネットワーク』（技術と人間、1986年）『インタ
ーネット市民革命：情報化社会・アメリカ編』（御
茶の水書房、1990年）『サンフランシスコ発：社会
変革NPO』（御茶の水書房、2000年）他。
63）『ぷりずむ』第7号（1980年1月）および第8号
（1981年1月）。構想が示されたのが7号で、原稿が
一部できているとあるのが8号。
64）須田春海は1942年東京生まれ、東京都立大学を中
退後都政調査会に勤務、1980年から市民運動全国
センター代表世話人。「アースデイ」日本連絡所代
表や市民立法機構共同事務局長などをつとめる。現
在はALS（筋萎縮性側索硬化症）で闘病中。著書に
『須田春海採録』全3巻（生活社、2010年）など。
65）前掲「住民図書館の25年」68頁。
66）丸山尚「自立へのメッセージ・住民図書館の八年」
（『模索舎年鑑’83』、1984年3月）99頁。
67）丸山尚「住民図書館の自立と再生に向けて」（『環境
破壊』第151号、1984年1月）19頁。
68）中村紀一は1941年横浜市生まれ、千葉大学教授を
経て筑波大学教授（現名誉教授）、専攻は政治学。
編著に『住民運動“私”論：実践者から見た自治の
思想』（学陽書房、1976年）がある。
69）『ぷりずむ』第19号（1985年3月）。
70）同上。
71）「＜シンポジウム＞ネジ釘一本引っこ抜け：運動の
財産を確認し、21世紀への方向を探る」（『月刊自
治研』1986年3月）、『ぷりずむ』第22号（1985年12
月）。
72）岩根邦雄は1932年京都府生まれ、1968年に生活ク
ラブ生協を設立する。現在、生活クラブ連合会顧問。
著書に『生活クラブとともに：岩根邦雄半生譜』
（新時代社、1979年）、『生活クラブという生き方：
社会運動を事業にする思想』（太田出版、2012年）
などがある。
73）丸山尚「いま、なぜ「民衆学会」か：住民図書館が
その設立を呼びかけるわけ」（『ぷりずむ』第23号、
1986年4月）。
74）「丸山尚氏に聞く／図書館は民衆の願い怒りを知る
手掛かり」（『毎日新聞』1985年 1 月10日）。
75）前掲「市民社会の形成とミニコミの役割」22頁。
76）『ミニコミ戦後史』『「ミニコミ」の同時代史』は前
掲。『ニューメディアの幻想』は1985年、現代書館。
77）丸山尚「四月に、住民図書館設立20年　これから
何をすればよいか　どうかご意見をお聞かせ下さ
い」（『ぷりずむ』第59号、1996年1月）。
78）『ぷりずむ』第31号（1988年12月）。
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79）丸山氏の文章は、「住民図書館の現状　やはり課題
は財政と人手不足」『ぷりずむ』第39号（1990年12
月）、飯島春子「拝啓、丸山図書館長様」は『ぷり
ずむ』第40号（1991年3月）。
80）『ぷりずむ』第49号（1993年7月）。
81）『ぷりずむ』第60号（1996年5月）。
82）同上。
83）丸山尚「マスコミはなぜ役に立たなかったか」『ぷ
りずむ』第57号（1995年6月）。
84）「住民図書館　存続ピンチ／都心の事務所費が重荷」
『朝日新聞』1996年4月5日。
85）上井喜彦は1947年大阪府生まれの経済学者。当時
埼玉大学共生社会研究センター長。のち経済学部長、
学長。著書に『労働組合の職場統制：日本自動車産
業の事例研究』（東京大学出版会、1994年）など。
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